
阿武町版「木の駅」設立 説明会のご案内

放置林は、密集してヒョロヒョロに背が高く伸びるために地面から上が重たいのにも関
わらず、根が浅く弱いために、大雨で斜面ごと崩落してしまいます。

国内各地での土砂災害、水害の被害が拡大する原因は、

放置林の影響もあると云われ始めています。

そして、暗い森は獣たちの住処になってしまい、農作物

への被害が拡大しています。昔から里山は人の手による整備

が入ってこそ植生のバランスが保たれてきました。

木の駅では、地域の森林整備のための資源活用＆循環のための

技術研修と仕組みづくりのお手伝いをします。

目的は、山を明るく・軽くして、土砂災害・獣害対策

2023年1月15日（日） 9：00〜12：00町民センター〜木の駅予定地

地域資源を地元に還元する仕組づくり

多くの方のご参加をお待ちしております。

2009年から全国に広がっている「木の駅プロジェクト」。
阿武町でも2023年開設に向けて準備をしています。
2023年1月に説明会を開催、2月からのテスト運用を予定しています。

個人でも集落でも自分たちで伐った木を木の駅に持ち込むと

「現金と地域通貨※」で買取します。（買取金額は検討中）

地域通貨は、道の駅阿武町やプロジェクト参加店舗で使用できます。
持ち込まれた木は、道の駅阿武町の鹿島の湯のボイラーやキャンプ場で販売する薪になります。
地域資源と地域通貨を使い、地域内経済を循環させる仕組みづくりです。
※地域通貨の仕組みは現在実証実験の準備を進めております。



.

⓪木の駅説明会＆体験会
2023年1月15日（日） 9:00〜12：00
会場：阿武町町民センター
1 ．阿武町版木の駅プロジェクト説明会
2 ．木の駅事例紹介
3 ．集材場の確認：木の駅予定地へと移動
※町民グラウンド（河内）横

4 ．体験会：丸太積込・ロープワーク
持ち物：手袋 ※雨天の場合は長靴、カッパなど

※出荷する方は、登録者講習への参加と出荷登録が必須となります。
登録者講習は、次年度以降も複数回実施予定です。

①登録者講習：定員５名/回
チェンソー目立て・運用

1/21（土） 8：30〜15：00（定員５名）
1/22（日） 8：30〜15：00（定員５名）

②伐木・かかり木処理
ロープワーク・牽引伐倒研修
2/4（土） 8：30〜15：00

③搬出・出荷研修
2/18（土） 8：30〜15：00

基本的な技術⁚キャップを付けて人力搬出 ロープ２本で350kg材を積む 脱輪車をレスキュー

動滑車３倍力システム

主 催⁚阿武町役場 協 力⁚一般社団法人STAGE

本年度は登録者のための、以下の講習・研修を予定しています。

ふりがな
生年
月日

年

氏名 月 日

電話番号： 性別 男 ・ 女

メールアドレス：

住所：

▼希望する講習にチェックを入れてください

⓪木の駅説明会＆体験会 ①登録者講習
②伐木・かかり木処理

ロープワーク・牽引伐倒研修
③搬出・出荷研修

１／１５(日） １/２１（土） １/２２（日） ２／４（土） ２／１８（土）

申込記入欄 （締切日：2023年1月6日（金）１７：００迄 ※先着順）

申込先：阿武町役場まちづくり推進課 TEL 08388-2-3111 FAX 08388-2-2090
※①〜③は1/15に開催する説明会で説明を聞いてからでも申込可能です


